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「宮古市中心市街地拠点施設整備事業・基本構想（案）」に対する意見及び反映等について(H26.8.27) 

※ 下記は、各委員に意見等照会し8/20までに寄せられたものです。（委員22名中、5名からいただきました。） 

※ 「意見反映、回答、修正、検討等の内容」は、現時点でのものです。 

 

頁 項 目 意 見 ・ 修 正 等 意見反映、回答、修正、検討等の内容 

 その他 

提示された計画案を見ていて、時期・交付金の重要性は理解できるものの、

将来の宮古市の拠点としてのあり方は、これでいいのかな？という疑問をぬぐ

い去ることができません。 

市の施設は、これまで、用地がここにあるから、ここに何かを造ろう、とい

うやり方がずっと続いてきているように思います。旧保健センター、図書館、

フラットピア、文化会館などがその例です。 

宮古駅南側にという今回の計画案も、アクセス道路、閉伊川の洪水のリスク

等を考えてみるとき、もっと時間をかけて（交付金の期限にとらわれず）検討

する必要があるのではないでしょうか。 

例えば、①宮古駅を高架にして、北口、南口のアクセスを根本的に考えてみ

る、②駅ビルを複合施設として、市の施設もその中に入れ込む、③パチンコ店

等の移転を図り、道路に囲まれた一つの区画を拠点地区として根本的に考えて

みる。それらのことまで考えてみる事が必要ではないかと思ってしまいます。 

市の将来も、人口の減少は確実ですし、単独で事業を進める事は非現実的か

も知れませんが、今の流れをそのままにしていって禍根を将来に残してしまわ

ないか、と思ってしまいます。 

〔立地計画の課題〕 

①については、宮古駅の南北を結ぶ自由通路の形

状や利用形態、財源も含めて検討します。②は、

鉄道事業者との調整が必要であることと、鉄道近

接施工工事が多額の費用を要することが見込まれ

ます。現段階では、計画地内における整備の事業

費規模と財源の精査及び確保について具体的な検

討を進めます。③は、昨年度までに検討をしてき

ましたが、移転補償する場合の経費が市負担とな

ることから、本事業として断念し、有効な土地利

用やアクセス性の向上を検討します。 

〔全体計画の検討〕 

将来の市の拠点としてのあり方について等市民検

討委員会や市民説明会等でご意見を伺いながら、

基本構想や基本計画を検討する中で、今後も検討

していきます。 

 その他 

・ひとつの部屋を多目的に使うように 

盛岡グランドホテル、県民会館を見てください。グランドホテルのある部屋は

パーティー用にも使えるし、階段教室のように変えて講演会場にもなります。

県民会館は前の 5～9 列の椅子を取り払って、オーケストラボックスになりま

す。 

ホールや諸室など、市民が共用するスペースはで

きるだけ多目的で使用できるように配慮します。

特に、本事業では、防災拠点という視点で、諸室

の「平常時」と「災害時」の用途を整理した上で

整備する予定です。 

 その他 

） ・駐車場の件 

山田町、岩泉町は乳幼児健診の対象者が激減しているのに対し、宮古はやや

増加傾向にあり、福島、陸前高田、釜石、大槌、山田からの転入者がある。毎

週水曜日の午後は 20～30 台の駐車スペースが必要。重茂から一時間、川井か

駐車場の必要台数の算定は、用地配置を決める重

要な課題です。市民等の来訪者利用や公用車等に

ついて、現状の利用実態等や施設の利用想定を踏

まえて検討していきます。 
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ら一時間三十分、田老から四十分かかります。バスは間隔が有りすぎてやはり

自家用車です。 

（参考）駐車場なしの公の機関の例 

  ①世田谷区の三軒茶屋にあるパブリックシアターの場合は、自転車用 

スペースはあり。自家用車用は無し。電車やバスが 10～15 分ごと 

にやって来ます。この建物の最上階は演劇やコンサートの会場、野 

村萬斎さんが総監督。 

②北千住駅の傍のシアター1010 は、10 階建て位の建物の最上階にあ 

り 2000 人くらい入る演劇音楽のホールですが、全体としては役場 

のようでした。駐車場は無しですが、電車・バスは頻回到着してい 

ました。 

21 資料５－１ 

初期消火体験コーナー 会議室等で実施、火災発生防止体験コーナー 野外

で実施、これらは、宮古消防署でできることと思いますので、それぞれの役割

で逆に分散しても良いのではと思います。 

拠点施設は、誰でも気軽に体験できる防災教育・

訓練の場として計画していきます。市の防災対策

のうえで、施設の見学や展示・体験・訓練等の一

連の仕組みを集約することで、その重要性を市民

に理解していただく場と考えています。 

現在、宮古消防署では、防火管理者講習（火災発

生防止体験など）を敷地内（屋外）で年数回実施

しています。また、保育所・学校や自主防災組織

の要望により、出前型で体験等の場を提供してい

ます。消防署の敷地は緊急車両等の出動や職員の

訓練等、日常の業務に対応するため、通年の対応

は難しいと考えます。 

23 資料５－３ 

宮古保健センターに栄養指導実習室を従前よりは 44 ㎡広い面積を計画され

ているようですが、大変良いことです。 

現在まで、中央公民館及び分館には厨房らしき設備はございませんでした。そ

れらの施設も集約される計画ですので、地域活力創出拠点として供用出来るよ

うに要望致します。 

栄養指導実習室については、管理・衛生面で課題

があることから、利用の可否について、庁内の検

討委員会で検討を行っています。 

なお、中央公民館及び分館は、本事業における集

約の対象とは考えておりません。当面は現在の利

用形態を維持しながら、将来的には市の公共施設

の再配置計画の中でそのあり方について検討して

いく予定です。 
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30 資料１０ 

用語の解説がなされておりますが、あまり横文字は使用しないで下さい。理

解しやすいことばで良いと思います。 

基本構想（案）の中では、用語の解説を加えまし

た。概要版など市民向けに配布し説明する資料で

は、理解しやすい表現や解説を加えていきます。 

 その他 

防災拠点施設、地域活力創出拠点施設については、市民の幅広い意見を取り

入れていく事が必要と思う。 

同時に、施設の愛称的な物を市民から公募したらどうか。 

市民アンケート調査や市民説明会のほか、利用が

想定される方々からもご意見を伺いながら、基本

計画に反映していきます。 

また、施設の愛称の公募については、実施を検討

します。 

 

その他 

日頃、山口公民館、中央公民館分館や市内外の施設で市民交流活動をしてい

ます。 

場所やスペースに限りがあるため、ゆずりあいで使っていますが、なかなか

思うように時間帯がとれないこともあります。展示会などのスペースも充実し

ていないので展示や発表会もできるように部屋を考えて頂きたいです。 

ライトも移動できたり、各団体の使いやすい作りにして頂けたらと思いま

す。 

復旧し再開予定の市民文化会館（展示室を有する）

も含めて、各地区における公民館や集会施設と、

本事業における市民交流活動の諸室は、機能（目

的や規模など）に応じて使い分けることになると

考えています。 

ご提案のあった展示スペースをはじめ、従前の施

設に不足する機能を補完することで、市全体のコ

ミュニティ活動を支援したいと考えております。

また、各諸室内の照明などの設備は利用者が使い

やすいよう工夫します。 

 


